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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】ユーザがある課題に対して意思決定をするため
に、情報を収集して、統計的決定理論の問題として解く
ためのシナリオを作成し、また過去のシナリオを参照・
取り入れて新たなシナリオを作成して、意思決定を行う
ことを支援するシステムを提供する。
【解決手段】意思決定に必要な仮説シナリオ・データと
その生起確率値と想定利得値などの情報から構成される
意思決定シナリオ・モジュールに必要なデータを入力す
る手段、それらの意思決定シナリオ・モジュールを組み
合わせる論理連結関係を、論理記号もしくは該当日常語
などで入力し、複合意思決定モジュールを構成する手段
、その後論理連結関係に従って、所望の複合シナリオに
対応した仮説シナリオ・データおよび生起確率値や想定
利得値などの意思決定情報を演算処理し、その結果を所
定の図形式にて表示し、データベースに格納する一連の
演算処理の手段などをシステムに備えた。
【選択図】図１



(2) JP 2008-140095 A 2008.6.19

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　意思決定を行うシナリオを作成する処理、および意思決定を支援するシステムであって
、
　前記シナリオを構成する、少なくともシナリオＩＤ、仮説記述文、シナリオの生起確率
、評価基準値演算方法、シナリオの利得値、連結対象シナリオＩＤ、連結表現方法を表わ
す情報を含むデータレコード形式を定義情報として記録し、前記データレコード形式に従
って、シナリオ作成の雛形のデータ項目へユーザによるデータ入力を誘導するガイドを提
示する手段と、
　前記ガイドに従ってユーザが入力したデータを受付けて、意思決定シナリオ・モジュー
ルを構成する手段と、
　既存の意思決定シナリオ・モジュールを要素シナリオ・モジュールとしてユーザが複数
選択して、それらを連結した複合シナリオ・モジュールの作成を支援する手段と、
　を有することを特徴とする意思決定支援システム。
【請求項２】
　前記意思決定シナリオ・モジュールを登録するデータベースを備え、
　前記意思決定シナリオ・モジュールのデータレコード形式に従ってユーザが入力したシ
ナリオ・モジュールデータを要素シナリオ・モジュールとして、前記データベースへ登録
する手段と、
　前記データベースに登録されている複数のシナリオ・モジュールを要素シナリオ・モジ
ュールとして、それらをユーザが選択した論理演算によって結合した複合シナリオ・モジ
ュールを前記データベースへ登録する手段と、
　を更に有することを特徴とする請求項１記載の意思決定支援システム。
【請求項３】
　前記複合シナリオ・モジュールを作成する過程で、要素シナリオ・モジュールとの階層
構造のモデルを、表形式、逐次樹木分枝状形式、または網状型形式の表現で、ユーザへ提
示して、前記ユーザが前記複合シナリオ・モジュールを作成するための理解を支援する手
段を更に有することを特徴とする請求項１又は請求項２に記載の意思決定支援システム。
【請求項４】
　意思決定をする基準となる複数種の理論の規則・方法を演算する手段である評価基準値
演算手段をデータベースに備え、
　前記評価基準値演算手段を選択するための意思決定シナリオ・モジュールのデータ項目
である、ユーザにより選択入力された前記評価基準値演算方法に従い、シナリオの利得値
と、シナリオの生起確率値より評価利得を算出して、ユーザに提示する手段を更に有する
ことを特徴とする請求項１記載の意思決定支援システム。
【請求項５】
　要素シナリオ・モジュール同士、要素シナリオ・モジュールと複合シナリオ・モジュー
ル、または複合シナリオ・モジュール同士を組み合わせた複合シナリオ・モジュールを作
成するための論理連結関係を記述する、論理記号あるいは論理関係に対応する日本語や英
語の語彙を入力して、複合シナリオ・モジュールの生起確率値、想定利得値、または／お
よびシナリオの内容記述テキスト・データを、前記論理関係に対応した所定の論理関係則
や演算則に従い演算処理することを特徴とする請求項１乃至請求項４のいずれかの請求項
に記載の意思決定支援システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ユーザがある課題に対して意思決定をするために、情報を収集して、統計的
決定理論の問題として解くためのシナリオを作成し、また過去のシナリオを参照・取り入
れて新たなシナリオを作成して、意思決定を行うことを支援するシステムに関する。
【背景技術】



(3) JP 2008-140095 A 2008.6.19

10

20

30

40

50

【０００２】
　統計的決定理論の重要な応用の場の一つとして、企業の経営において意思決定を行う場
が考えられる。企業の経営者は、課題を決定する場合に、得られる情報を最大限に収集し
た上で、可能な範囲で科学的客観的な分析に基づいて意思決定を行う。この経営における
意思決定の問題では、必要な情報はしばしば不完全であり不確実である。その結果、意思
決定における判断の誤りの危険が皆無ではないことは宿命といえる。
【０００３】
　従来の伝統的な統計学による決定方法では、間違った決定をする危険率を出来るだけ小
さくする方法が採用されていた。ここでは、間違った決定が、意思決定者にどのような程
度の損失を与えるか、つまり決定の経済的な効果については考慮していない。けれども、
決定が間違っていてもそれによって生じる損失が軽微であれば、間違いはそう重大ではな
いといえる。逆に確率は小さくてもその間違いが重大な損害をもたらすのであれば、その
誤りは重大である。そこで、近年の統計的決定理論では、決定の経済的な効果の評価を決
定理論に取り入れる方法が各種提案されている。（非特許文献１、非特許文献２参照。）
　非特許文献１に開示されているベイズ決定理論では、誤りの結果生じる損失の評価(期
待値)のほかに、意思決定すべき課題の実現可能な各状態の確率分布の情報を、意思決定
者の過去の経験、あるいは主観的な見込みによって事前情報として意志決定の枠組みの中
に導入している。すなわち、意志決定のためのシナリオを作成する場合に、過去に作成し
たシナリオデータを考慮して、新たなシナリオを作成することが有効であることが示され
ている。
【０００４】
【非特許文献１】「意思決定の統計学」　森田優三著　講談社現代新書　講談社　1971
【非特許文献２】「わかりやすい　意思決定論入門　基礎からファジィ理論まで」　木下
栄蔵著　近代科学社　１９９６
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　以上のような統計的確率に基いて意思決定を行う際に、意思決定者の意思決定のための
シナリオ作成、および思考を支援する方法としては、以下の方法が有効と考えられる。第
１に、表形式の縦軸、横軸に異なる内容のシナリオ群を、意思決定を行うべき対象や発生
確率と想定利得値などのシナリオ情報をユーザ自らの表現型式で入力し、各種のシナリオ
情報を自らもしくはその表形式のみに適合した所定のプログラムにより演算をする方法で
ある。第２に、シナリオを逐次樹木分枝状に分岐してゆく意思決定木形式に従い同様に作
図、入力、演算する方法である。第３に、シナリオ間を網状型式連結して同様に作図、入
力、演算をする方法である。これらの各方法は一長一短があり、それぞれ分析対象シナリ
オと使用目的によりユーザの判断により使いわける必要がある。また一方、同じシナリオ
を作成し意思決定を行うにも、各方法によりその記述・表現形式が異なるため、異なる方
法を理解して、それぞれの方法でシナリオと意思決定結果を評価する必要があり、いずれ
にしてもユーザはそれぞれの方法を学習する必要があった。
【０００６】
　各方法の一長一短の特徴は次のとおりである。表形式の場合は、複数シナリオ群間が交
差する複合シナリオを比較して意思決定するのに適合しているが、シナリオ群が３以上、
また、それを構成する要素シナリオが多い場合表が複雑かつ大きくなり、作成・意思決定
が煩雑になる。樹木分岐型式の意思決定木は、もっとも一般的に使用されているが、分岐
の数が大きくなると、シナリオ全体の把握、特に分岐が展開した末端シナリオ間の共通性
などの分析や評価が困難になる。網状型式の方法は、複雑な構造をもつシナリオ作成、意
思決定に適しているが、一方シナリオ作成と評価の使用法に関する学習量が多くなる。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本願発明は、ユーザが意思決定シナリオを定義し易いように、“かつ”“または”など
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論理関係を表す日常語なども使用できる共通的、および部品的なシナリオ記述雛形である
意志決定シナリオ・モジュールを用意する。そのモジュール構成に従い、誘導的にシナリ
オ作成と意思決定を支援する方法と支援計算機システムを適用することにより、ユーザが
シナリオに基き意思決定する際に、前記の個別の意思決定方法を学習することなく、容易
にシナリオに基づく意思決定を行なうことを支援する。
【０００８】
　本発明は、既成の意思決定シナリオを要素シナリオとして結合することにより、新たな
意思決定シナリオを作成する手段を提供する。その結果、過去に作成した意思決定シナリ
オの応用範囲と応用機会が広がる。また作成したシナリオは、意志決定シナリオ・モジュ
ールとして特定の型式に従い、計算機記憶装置にシナリオ・データベースとして格納され
、操作が容易な誘導的な検索方法を提供する。それにより過去に作成した他のシナリオ・
モジュールの再利用や、それらのシナリオ・モジュールのデータについて比較分析を行う
ことにより、意思決定分析と結果の妥当性評価を容易に行うことを可能とする。
【０００９】
　また、本発明は意志決定を行うための仮説シナリオと意志決定に必要なデータ項目群か
ら構成される意志決定シナリオ・モジュールを用意するが、その意志決定シナリオ・モジ
ュール（以降シナリオ・モジュールと記述する）の主な構成データ項目は、シナリオの状
況などを記述するテキスト・データと該当シナリオの発生確率関数値、または／および利
得関数値などからなる個別要素シナリオ・モジュールのデータと、それら要素シナリオ・
モジュールを論理的な関係で組み合わせて複合シナリオ・モジュールを作成するための論
理記号、もしくは論理関係を表す該当日常語などの諸データである。結合して構成された
意思決定シナリオ・モジュールに関係するシナリオ・モジュール群の構成を表示するため
に、ユーザが指示した表形式、網状型式、樹木分岐型式、定型項目形式、またはこれらの
組み合わせた形式を指定する情報を、対話的に誘導入力して格納する。
【００１０】
　その後、所望の複合状況全体ならびに部分のシナリオ・モジュールに対応したテキスト
・データの併合および諸関数値や利得値を各構成シナリオ間の論理構造に従い演算処理し
、複合シナリオの意思決定情報を入力形式と同じ形式にしたがい表示、印刷、格納する。
作成・格納されたシナリオ・モジュールはユーザが指定する条件もしくは、作成中・既存
のシナリオ・モジュールに格納されているデータとの照合条件に従い、検索し比較表形式
で表示することにより、複雑なシナリオの作成と対応の意思決定を支援するシステムを提
供する。
【発明の効果】
【００１１】
　各種の意思決定法の事前知識無しに、各種のシナリオの定量データと定性テキスト・デ
ータを誘導的に入力・分析する方法により、意思決定とその評価、修正を容易にする。ま
た作成したシナリオと意思決定情報を体系的に計算機の記憶装置に格納したのち、ユーザ
指定の条件に適合した既存シナリオと意思決定情報を容易に検索し、比較表示することに
より、シナリオならびに意思決定情報の妥当性を評価することが可能となり、同時に検索
したシナリオ・意思決定情報を活用することにより、新たなシナリオ作成と対応の意思決
定が容易になる。結果的に従来一部の専門家しか使用できなかったシナリオにもとづく体
系的な意思決定方法を、一般の人々にも使用可能とする方法と手段を提供する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について図面を用いて詳細に説明する。
【実施例１】
【００１３】
　図３は、本実施形態の意思決定支援システムのシステム構成図である。本図に示すよう
に、本実施形態の意思決定支援システムは、中央処理装置101、入力装置102、記憶装置10
3、表示装置104、および印刷装置105を備える。
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【００１４】
　中央処理装置101は、制御部106と、シナリオ・データ誘導入力処理部110と、シナリオ
連結演算処理部120と、意思決定利得演算処理部130と、演算処理結果格納・表示処理部14
0と、検索・警告処理部150と、表示・印刷処理部160とを備える。
【００１５】
　入力装置102は、キーボード、マウス等の手段によって、ユーザからの入力を受付ける
。本実施形態では、表示装置104に表示される誘導型シナリオ・データ入力画面のガイド
に従って、ユーザが意思決定シナリオ・モジュールの各データ項目を入力する。また、各
処理を実行指示する入力を行う。
【００１６】
　記憶装置103は、本発明を実現する各プログラムモジュール、および作成された意思決
定シナリオ・モジュール・データベースを格納する。
【００１７】
　表示装置104は、ディスプレイ画面上に、意思決定支援システムメニュー画面、誘導型
シナリオ・データ入力画面他、各種画面を表示して、ユーザの入力、意思決定処理を支援
し、および意思決定結果、評価結果をユーザに提示する。
【００１８】
　印刷装置105は、作成した意思決定シナリオ・モジュールの各データ、シナリオ・モジ
ュール構成図、評価利得値、評価結果などを随時、印刷出力する。
【００１９】
　本発明の意思決定支援システムの中央処理装置101において実現する機能を、図１に示
す本発明の実施例の概要において説明する。図１に示すごとく、ユーザが中央処理装置10
1のシステムを起動すると、システムは関係する方法プログラムモジュール301～306を、
一括して、または処理の指示が入力された際に随時、記憶装置103より読み出して実行す
る。
システムはまず中央処理装置101において、制御部106が、意思決定支援システムメニュー
画面400(図２４参照)を表示装置104に表示して、ユーザの選択を受付ける。ユーザの選択
入力に従い、制御部106は、シナリオ・データ誘導入力処理部110、シナリオ連結演算処理
部120、意思決定利得演算処理部130、演算処理結果格納・表示処理部140、検索・警告処
理部150、または表示・印刷処理部160へ実行を移す。その中で、代表的な実行手順は、図
１に示すフローのように、各処理部が、それぞれ対応する処理10～60を順次実行するもの
であるが、このフローチャートには従わずに、ユーザは随時、メニュー画面を表示して、
所望の処理へ実行を移すことができる。
ユーザが、メニュー画面400より誘導型シナリオ・データ入力画面釦416をクリック入力す
ることにより、システムは、シナリオ・データ誘導入力方法モジュール301とシナリオ・
データ表示方法モジュール302に従い、誘導型データ入力・表示方法選択処理10を行い、
表示装置104に誘導型シナリオ・データ入力画面401と、表示方法選択画面402を表示する(
図７参照)。
図７は、表示装置104のディスプレイ画面上に、複数の画面が並べて表示されている例で
あるが、所望の画面をクリックするなどの選択によって、ディスプレイ画面上に拡大表示
する。図２３は、誘導型シナリオ・データ入力画面401を選択して拡大表示をして、入力
を行っている例を示す。
本発明の意思決定支援システムは、ユーザが意思決定を行なおうと考える課題の対象、そ
の状況、シナリオ生起確率値ならびに意思決定により得られると予測される利得評価値な
どを記述するためのシナリオ・データ雛形を提供する。そのシナリオ・データ雛形は、図
４(a)及び図４(b)にデータ項目の一覧を示すように、２３データ項目より成るデータレコ
ードで構成される。そして、意思決定支援システムは、表示装置104に前記データレコー
ドの各データ項目を入力することをガイド情報を表示して誘導する。ユーザは、前記シナ
リオ・データ雛形への入力ガイドに従って、自らが抱えている課題を意思決定するための
シナリオを、前記シナリオ・データ雛形の表現形式で入力を行う。
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ユーザは、前記誘導型シナリオ・データ入力画面401のガイドに従って、 被誘導的にシナ
リオ・モジュール・データを入力する。また、ユーザは図７に示す表示方法選択画面402
において、入力シナリオ・データ並びに演算経過表示画面403におけるシナリオ・モジュ
ール・データ表示方法を選択する。
【００２０】
　ユーザによって入力されたシナリオ・モジュール・データは、シナリオ・データ表示方
法モジュール302の処理に従い、逐次別の小画面として入力シナリオ・データ並びに演算
経過表示画面403に、その他の連結関係にあるシナリオ・モジュール・データと共に表示
される(図７参照)。図７に示す入力シナリオ・データ並びに演算経過表示画面403の例で
は、表示方法選択画面402において「網状」が選択され、現在入力中のシナリオ・モジュ
ールＳ(１・Ａ)が、要素シナリオ・モジュールＳ(１．)と、Ｓ(．Ａ)との複合シナリオ・
モジュールであることを網状型式のモデルで表示している。
【００２１】
　上記の網状型式のモデルの表示に対応して、システムは入力された複合シナリオ・モジ
ュール・データから、個別の要素シナリオ・モジュールＳ(１．)と、Ｓ(．Ａ)とを連結し
た複合シナリオ・モジュールＳ(１・Ａ)を、後述する論理連結表現関係に対応してシナリ
オ連結演算方法モジュール303の処理に従い作成する。その処理は、複合シナリオ・モジ
ュールの確率値やシナリオ・モジュール内容記述テキスト・データなどの諸データの演算
処理を、連結表現方法対応シナリオ・データ演算処理20において、入力データに基づく対
話型並びに自動演算処理にて実行する。
【００２２】
　さらに、シナリオ・モジュール・データで指定された、あらかじめシステムで用意され
た各種の意思決定利得基準名に対応した意思決定利得基準演算方法モジュール304の方法
に従い、意思決定利得評価基準選択・演算処理30を実行し、意思決定した場合の想定利得
評価値を算出する(詳細は後述する。)。これらの演算結果は、入力結果表示と共に入力シ
ナリオ・データ並びに演算経過表示画面403の小画面に合わせて表示される(図７参照)。
このような演算処理を行う過程は、対話的に入力データを変更することにより、繰り返し
実行することを可能としている。
【００２３】
　またこれらの実行過程の結果に対応する、入力データと演算・処理結果は、演算結果表
示格納指定画面404にて指定する条件に対応して、演算処理結果更新・格納・表示方法モ
ジュール305の方法に従い、演算処理結果更新・格納・表示処理40を実行する。そして、
逐次指定されたシナリオ・データの更新に合わせて自動的に更新シナリオ・データを生成
し、入力シナリオ・データ並びに演算経過表示画面403などに表示して、確認することを
可能とする。同時に、更新したシナリオ・データを意思決定シナリオ・モジュール・デー
タベース310に格納することにより、データ更新にともなうシナリオの演算処理結果を格
納する。
【００２４】
　意思決定シナリオ・モジュール・データベース310に格納されたシナリオ・データは、
シナリオ検索条件入力表示・印刷方法指定画面405にて、指定されたシナリオ検索条件や
警告・表示・印刷条件に対応したシナリオ検索・警告・表示・印刷方法モジュール306の
方法に従い、検索・警告処理50と表示・印刷処理60を実行し、その結果を指定の比較表示
方法で表示し、シナリオ入力データ・演算結果印刷装置105に印刷する。以上の構成要素
のうち、主な構成要素について以下に詳細に説明する。
【００２５】
　図４(a)および図４(b)に、本発明の意思決定シナリオ・モジュール・データのデータ構
成を示す。本発明の意思決定シナリオ・モジュール・データの１データレコードは、項番
欄に示す通り第１～第２３項番が付けられた２３個のデータ項目によって構成される。そ
して、各データ項目は、データ項目名欄に示す通り、識別のための名称が付けられている
。各データ項目には、そのデータ欄へ具体的なデータを入力するときのガイド情報となる
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「対象」「項数」「データ欄と形式」「説明ならびに記述例」の各欄に定義された情報を
、図４(a)および図４(b)に示すような表形式の意思決定シナリオ・モジュール・データ定
義情報をシナリオ・データ誘導入力方法モジュール301へ登録しておく。その表形式定義
情報は他の表形式演算プログラムや最適化プログラムと容易にデータの交換が可能である
。また必要に応じてそのデータ項目の追加が可能である。
【００２６】
　図４(a)および図４(b)に示す前記意思決定シナリオ・モジュール・データ定義情報の対
象欄に、“全”と表示されているデータ項目は、要素・複合の両形式のシナリオ・モジュ
ールに入力すべきデータ項目であり、“素”と表示されている項目は、要素シナリオ・モ
ジュールのみの入力データ項目であり、また“複”と表示されている項目は、複合シナリ
オ・モジュールのみの入力項目である。 “自”と表示されているデータ項目は、自動的
に演算されて入力される項目である。ただし、演算結果を必要に応じて編集可能である。
【００２７】
　前記意思決定シナリオ・モジュール・データ定義情報の項数欄は、対象データ項目毎の
データ項目繰り返し数を意味し、“１”は、当該データ項目のデータ欄にデータを１回記
入(または入力)することを表し、“Ｎ”は、当該データ項目のデータ欄にデータを複数回
、最大２５５回記入(または入力)可能なことを表し、データ入力が誘導される。
【００２８】
　次に、前記意思決定シナリオ・モジュール・データ定義情報に基づき、図１に示すシス
テム概要図の誘導型データ入力・表示方法選択処理10から演算処理結果更新格納・表示処
理40までを、図２(a)および図２(b)の詳細処理の流れに従い説明する。
【００２９】
　まず図１の誘導型データ入力・表示方法選択処理10から説明する。以降図２(a)および
図２(b)に従い説明する。ユーザが本システムを起動すると、前記したように意思決定支
援システムメニュー画面400(図２４参照)を表示して、ユーザによる選択入力待ちとなる
。ユーザによる誘導型シナリオ・データ入力画面釦416をクリック入力に従って、入力シ
ナリオ・モジュールの生成処理11を実行して、シナリオ・モジュールを構成するデータ項
目が定義されているシナリオ・データ誘導入力方法モジュール301をシステム内に呼び込
む。そして、以降の入力や演算処理でのシナリオ・データを保持するために、シナリオ・
データ誘導入力方法モジュール301が、新たなデータレコード番号(図４(a)のシナリオID
に対応)を持つ意思決定シナリオ・モジュール311を生成する。以降この意思決定シナリオ
・モジュール311を単にシナリオ・モジュールと記述する。またこの意思決定シナリオ・
モジュール311は、図４(a)および図４(b)に定義した各データ項目毎に、データ欄と、該
データ欄に登録するデータ項目数を登録する項数欄とより成る表形式で、意思決定シナリ
オ・モジュール・データベース310に新たなデータレコード領域が確保される。(図５参照
)
　次に、シナリオ・データ誘導入力処理12によって、誘導型シナリオ・データ入力画面40
1はシナリオ・データ入力のためのガイドを表示する。図２3に画面例を示すように、図４
(a)および図４(b)に定義した意思決定シナリオ・モジュール・データの各データ項目を、
各データ項目の定義情報、説明ならびに記述例をガイド情報として表示して、データ欄に
入力することを、該当データ欄が入力待機状態であることを明示して、項番順に誘導する
。ユーザは、基本的に項番１のデータ項目から順に、データを入力して、意思決定シナリ
オ・モジュール311を定義する。なお、入力順序は、必ずしも項番順ではなくて、ユーザ
が入力し易い順番で、ユーザによるデータ項目の指定によって、順序を変えることも受付
けられる。
【００３０】
　各データ項目のデータ入力は、図２３に例示するように、各データ項目の該当するデー
タ欄に直接入力するか、データ欄をクリックすることによって入力ウィンドウを拡大表示
させて、その入力ウィンドウ内へ書き入れる等の方法で入力を行う。ユーザは、画面に表
示された説明ならびに記述例を参照しながら、入力を行う。そして、既入力データは、デ
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ータ欄に表示される。
【００３１】
　項数欄に「１」と定義されているデータ項目は、１つのデータ入力によって、入力処理
を終了するが、項数欄に「Ｎ」と定義されているデータ項目は、複数のデータ入力を原則
としており、ユーザが１つのデータ入力を終了した後で、次のデータ入力が有るか否かを
問うメッセージを表示し、ユーザが次のデータ入力が有る場合には、次のデータ入力を続
けて行う操作を繰り返す。そのデータ項目に対するデータ入力が無くなった場合には、次
のデータ入力が終了した旨の回答をして、そのデータ項目に対するデータ入力を終了して
、次のデータ項目に対するデータ入力処理へ移行する。
【００３２】
　また、入力されたデータは、各データ項目毎に定義されているデータ形式、対象および
項数に従い、入力データのチェックは自動的に行われる。入力エラーがあれば、エラーメ
ッセージが適宜表示される。
【００３３】
　図２３に示す誘導型シナリオ・データ入力画面例は、現在、項番１１の「仮説記述文」
データ項目のデータ欄に入力を行っている途中の状態を表している。項番１～項番１０の
データ項目のデータは既に入力が終了しており、データ欄には入力済みのデータが表示さ
れている。また、項番１８の「シナリオ有効評価度」は未だ入力されておらず、データ欄
には、入力すべきデータ形式である「テキスト」が定義情報に従って表示されている。
【００３４】
　図４(a)および図４(b)に示す意思決定シナリオ・モジュール・データ定義情報のデータ
項目のうち、項番１０「形式定義」は、一つの仮説からなるシナリオ・モジュールの場合
には“要素”シナリオと入力し、複数の仮説からなるシナリオ・モジュールの場合には“
複合”シナリオと入力すると、以降そのシナリオ形式に従い入力誘導と諸演算処理を行う
。例えば、図４(b)に示す、項番１９「連結対象シナリオ名」、項番２０「連結対象シナ
リオID」、項番２１「連結表現方法」は、“複合”シナリオの場合に、対にして入力誘導
する。ユーザは、項番１９「連結対象シナリオ名」の入力においては、連結する対象とな
る要素シナリオのシナリオ名を複数入力する。または、項番２０「連結対象シナリオID」
の入力においては、連結する対象となる要素シナリオのシナリオIDを複数入力することで
よい。また、項番２１「連結表現方法」の入力においては、項番１９，または項番２０に
おいて入力した連結対象の複数の要素シナリオ間の関係を、図６に示す連結表現方法のい
ずれかを指定して入力する。
【００３５】
　さらに、システムは、ユーザが意思決定支援システムメニュー画面400(図２４参照)か
ら表示方法選択画面釦417をクリックして選択することにより、図２(a)の図示表現方法・
シナリオ連結表現方法対応表示処理13を実行する。システムはシナリオ・データ表示方法
モジュール302を読み込み、以降の入力データと演算処理経過データなどのシナリオ・モ
ジュールのデータと、シナリオ・モジュール間の論理連結の構成をユーザへ提示するため
の形式である表形式、網状形式、または樹木分岐状形式など表示方法を選択するための表
示方法選択画面402を表示して、ユーザの選択を促す。
【００３６】
　前記表示方法選択画面402上からユーザが表示方法を指定することにより、システムは
、入力・演算処理過程のシナリオ構成とシナリオ・モジュール・データを、目的に合わせ
て、及び指定した表示方法で、入力シナリオ・データ並びに演算経過表示画面403(図７参
照)に対話的に表示する。
【００３７】
　本発明のシステムのユーザは、誘導型シナリオ・データ入力画面401より、既登録の要
素シナリオ・モジュールを連結して複合シナリオ・モジュールを作成する場合に、図４(b
)の項番２１「連結表現方法」のデータ欄にシナリオ論理連結方法を入力する。図６に、
本発明が対象とするシナリオ論理連結方法の例として、「論理和」と「論理積」における



(9) JP 2008-140095 A 2008.6.19

10

20

30

40

50

連結表現方法と、表示方法の例を示す。図中のＳ（ｉ）、Ｓ（ｊ）は、それぞれｉとｊの
意思決定シナリオ・モジュール（以下シナリオと記述する）を表す。図６において、Ｓ(i
＋j)は、シナリオＳ（ｉ）とＳ（ｊ）の論理和構成の複合シナリオを表す。Ｓ(i・j)は、
シナリオＳ（ｉ）とＳ（ｊ）の論理積構成の複合シナリオを表す。
【００３８】
　また既存の複合シナリオ・モジュールを要素シナリオ・モジュールと見なすことにより
、論理和と論理積が混在した複合シナリオ・モジュールにも対応可能とする。例えば、　
Ｓ（Ｓ（１＋Ａ）・Ｓ（Ｂ））なども認める。図６の縦軸「シナリオ論理連結名」と横軸
「連結表現方法」は、いずれも必要に応じて、１００行、１００欄まで拡張可能である。
【００３９】
　論理和連結の表、網状、分岐樹木の表示方法例をそれぞれ図１６、図１７、図１８に示
す。また論理積連結の表、網状、分岐樹木の表示方法例をそれぞれ図１９、図２０、図２
１に示す。
【００４０】
　また図７にこれまで説明した誘導型シナリオ・データ入力画面401、表示方法選択画面4
02、入力シナリオ・データ並びに演算経過表示画面403の諸画面を、並べて表示した例を
示す。画面403に表示されている図や表なども対話的に編集を可能として、その結果は自
動的に該当シナリオ・モジュールに反映される。
【００４１】
　次に入力データに基いて行われる複合シナリオ・モジュールのデータ演算処理について
説明する。
【００４２】
　まず、図１および図２の連結表現方法対応シナリオ・データ演算処理20によるテキスト
・データ処理方法と確率値演算方法などの演算処理について説明する。入力されたシナリ
オ・モジュールがすでに複数個存在する場合、それら要素シナリオ・モジュールを論理和
か論理積などの論理関係で連結することにより、複合シナリオ・モジュールを被誘導的に
作成することを可能とする。前述の通り、図４(a)に示す項番１０「形式定義」にて複合
シナリオと定義すると、図４(b)に示す意思決定シナリオ・モジュール・データ定義の（
１）項番１９「連結対象シナリオ名」、（２）項番２０「連結対象シナリオID」、（３）
項番２１「連結表現方法」、などのデータ入力が誘導される。
【００４３】
　これらの、複合シナリオ・モジュールのデータ項目のうち（３）項番２１「連結表現方
法」を入力すると、その「連結表現方法」データに対応して、既に入力されている図４(a
)の項番１１「仮説記述文」、項番１２「シナリオ評価項目」などのテキスト・データの
演算処理方法と、項番１３「確率値」の演算を行う方法は、シナリオ連結演算方法モジュ
ール303から、該当する演算処理プログラムが選択され実行される。
【００４４】
　図８にシナリオ連結演算方法モジュール303の機能を説明する表を示す。図８で、「Ａ
：連結表現方法と対応テキスト処理方法」は、（３）項番２１「連結表現方法」と各種の
テキスト・データの処理方法に対応する。Ｔ(i)、Ｔ(j)はそれぞれｉとｊのシナリオのテ
キスト・データを表す。例えば、項番２１「連結表現方法」に“論理和”が入力されたな
らば、複合シナリオの項番１１「仮説記述文」のテキスト・データは、図１３に例を示す
ように、演算対象の各要素シナリオの項番１１「仮説記述文」のテキスト・データをそれ
ぞれ加えて、例えば図１３の表に示すように「もしくは」などによって接続した新たなテ
キスト・データが作成される。また、例えば、項番２１「連結表現方法」に“論理積”が
入力されたならば、複合シナリオの項番１１「仮説記述文」のテキスト・データは、図１
４に演算例を示すように、演算対象の各要素シナリオの項番１１「仮説記述文」のテキス
ト・データをそれぞれ加えて、例えば図１４の表に示すように「かつ」などによって接続
した新たなテキスト・データが作成される。演算結果は、複合シナリオ・モジュール・デ
ータレコードの項番１１「仮説記述文」のテキスト・データとして格納される。
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【００４５】
　図８で、「Ｂ：連結確率演算方法」の欄に記載される演算式は、項番２１「連結表現方
法」の入力データに従い、選択されて項番２２データ項目「連結演算方法」のデータ欄へ
自動的に格納される。Ｐ(i)、Ｐ(j)はそれぞれ、シナリオi とjの生起確率値を表す。Ｐ(
i・j)はシナリオiとjが同時に生起する複合シナリオの生起確率値を表す。
【００４６】
　同様にして、シナリオはｉ，ｊおよびｋと複数から多数の場合に拡張可能とする。また
これらの関係は、上述した既存の複合シナリオ・モジュールを要素シナリオ・モジュール
と見なすことにより、論理和と論理積が混在した複合シナリオ・モジュールにも対応可能
とする。
【００４７】
　またシナリオ・モジュール群同士にも適用できる。図８中の縦軸項番数は２５５行まで
、横軸欄「Ａ：連結表現方法と対応テキスト処理方法」は２５５欄まで拡張定義可能であ
る。さらに横軸の各種演算処理方法もＡ,Ｂ以外に２５５方法まで拡張可能である。拡張
する方法には既存の各種最適化方法を具体化したものも含まれ、それらの方法と連携して
演算結果または入力数値データを最適化可能とする。
【００４８】
　図４(b)の項番２１「連結表現方法」で入力される表現形式は、要素シナリオ間を連結
する論理和、または論理積などの論理関係を、図８の「Ａ：連結表現方法と対応テキスト
処理方法」欄に示すように論理記号“Ｕ”や“∩”、“AND”や“OR”などの日常的に使
われる英語の論理関係語や、“かつ”や“または”などの日常的に使われる和文形式のい
ずれでも入力可能とする。これらの表現方法も２５５まで拡張が可能である。
【００４９】
　システムは以上に述べた連結表現方法と演算処理方法に従い、複数の要素シナリオ・モ
ジュールから構成される複合シナリオ・モジュールの項番１１「仮説記述文」、項番１３
「確率値」を自動的に演算処理をおこなう。これらの処理例を図１３，図１４、図１５に
示す。図１３は論理和連結のおけるテキスト・データ処理例と確率値計算例を示す。図１
４は論理積連結におけるテキスト・データ処理例を示す。図１５は論理積連結における確
率値計算例を示す。
【００５０】
　次に、図１および図２(a)における意思決定利得評価基準選択・演算処理30について説
明する。意思決定を行うための定量的な評価基準になる、図４(a)の項番１５「評価利得
」を、連結表現方法対応シナリオ・データ演算処理20にて得られた項番１３「確率値」と
、ユーザにより入力された項番１６「実績利得値」と、ユーザにより指定入力された項番
１４「選択基準関数」に対応した意思決定利得基準演算方法モジュール304の演算プログ
ラムとにより演算する。図９に意思決定問題を解くための評価基準値演算方法の例を示す
。図９に開示する５つの評価基準値演算方法は、意思決定をする上での一定の考え方に基
いた決定規則と言えるものであり、これらの評価基準値演算方法は必要に応じて２５５個
まで随時追加できる。また同時に複数選択することが可能である。前記評価基準値演算方
法のプログラムは、意思決定利得基準演算方法モジュールに組み込まれて、記憶装置103
に登録しておく。
【００５１】
　以上のシナリオ・モジュールデータの入力は、表示装置104の画面上に表示された誘導
型シナリオ・データ入力画面401上の各データ欄へ入力するか、既存のシナリオ・モジュ
ールを要素シナリオ・モジュールとして、図４(b)の項番１９、または項番２０の連結対
象シナリオの指定を入力する。
【００５２】
　そして、評価基準値演算処理は、図４(a)の項番１４「選択基準関数」のデータ欄へ、
図９の評価基準値演算方法を選択するための方法名か、番号を入力して、前記誘導型シナ
リオ・データ入力画面401上の評価基準値演算釦412をクリックすることにより、該当する
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前記評価基準値演算方法のプログラムが実行され、項番１５「評価利得」値が計算される
。計算された「評価利得」値は、意思決定シナリオ・モジュール311のデータ項目「評価
利得」の値として記録されると共に、表示されている誘導型シナリオ・データ入力画面上
の項番１５「評価利得」データ項目のデータ欄に計算結果の値が表示される。
【００５３】
　以上のデータ入力と評価基準値演算処理は、ユーザが誘導型シナリオ・データ入力画面
において、入力データの条件を変更して繰り返し対話的に行うことができる。
【００５４】
　ユーザである意思決定者は、演算をした評価利得の結果を確認して、意思を決定したな
らば、シナリオ・モジュールの項番１７のデータ項目「意思決定結果」に、意思決定結果
内容をテキスト形式の表現にて入力する。また、評価利得の結果を確認したが、意思決定
まで結論が出せなかった場合には、現在対象としているシナリオの有効度を評価する記録
を、シナリオ・モジュールの項番１８のデータ項目「シナリオ有効評価度」に、テキスト
形式の表現にて入力する。このシナリオ・モジュールが登録された後、後日のシナリオ・
モジュールの評価、意思決定のために参照することができる。
【００５５】
　次に、演算処理後のシナリオ・モジュール・データの表示とデータベースへの格納処理
について述べる。
【００５６】
　図１における演算処理結果更新・格納・表示処理40について、図２(a)にて詳細な処理
流れに沿って説明する。まずシステムは、演算処理結果更新・格納・表示方法モジュール
305を呼び込み、その処理に従い、演算結果表示・格納指示画面404を表示する。この演算
処理結果更新・格納・表示方法モジュール305は、図２３の誘導型シナリオ・データ入力
画面401上の演算結果表示・格納指示画面釦418をクリックすることによって起動される。
または、図２４の意思決定支援システム・メニュー画面400上の演算結果表示・格納指示
画面釦418をクリックすることによって起動される。その処理は、図１０に示される演算
結果表示・格納指示画面404上において、図４(a),(b)にレコード形式が示されているシナ
リオ・モジュールの各データ項目を縦軸にして、処理演算結果更新シナリオ格納指定欄と
処理演算結果更新項目表示指定欄のそれぞれにユーザの指定入力を受付ける。ユーザはそ
の指定入力を、例えば、各データ項目に対応する各欄の桝目状枠内をクリックすることに
より、丸印の指定を入力する。また、再度クリックにて消去する。処理演算結果更新シナ
リオ格納指定欄の○が付いたデータ項目のみが、意思決定シナリオ・モジュールデータベ
ース310へ新たなシナリオ・モジュールのデータとして登録されるか、またはシナリオID
により指定されたシナリオ・モジュールが意思決定シナリオ・モジュールデータベース31
0内に既に登録されている場合には、前記処理演算結果更新シナリオ格納指定欄に○が付
いたデータ項目に対応する前記既登録のシナリオ・モジュールのデータ項目のデータのみ
が更新される。
【００５７】
　また、ユーザは前記処理演算結果更新項目表示指定欄の所望のデータ項目のみに○を付
けて、選択した各データ項目名と、各データ値とを対応させて表示する指定を行う。その
表示は、例えば、メニュー画面400に戻って、演算経過表示画面釦419をクリックすること
によって、図２５に示す「入力シナリオ・データ、並びに演算経過表示画面」403上に、
現在入力したシナリオと、そのシナリオが複合シナリオを作成することに関わる他のシナ
リオも含めて、前記表示方法選択画面402上で指定した網状形式によって、複合シナリオ
のモデル構成を表示して、ユーザがシナリオ・モジュールを理解することを支援する。こ
の表示されたモデルの各シナリオのデータ項目の表示指定を、前記処理演算結果更新項目
表示指定欄の○印によって選択する。図２５の例では、例えば、シナリオ名、シナリオ評
価項目、確率値、および実績利得値の各データ項目に○が付けられた場合の表示例を示す
(図１０の演算結果表示・格納指示画面404の演算結果更新項目表示指定欄の○の例とは異
なる。)。選択されたデータのみが、各シナリオのシンボルの近傍に表示される。



(12) JP 2008-140095 A 2008.6.19

10

20

30

40

50

【００５８】
　または、その他の表示方法として、各種図表示プログラムを使用して、前記処理演算結
果更新項目表示指定欄の○印によって選択したデータ項目を、例えば図２２の複合仮説シ
ナリオ・モジュールＣのように演算結果を表示する。これらの指定入力は、一旦入力する
ことにより、次回にはデフォルト指定となる。
【００５９】
　図２(a)の更新格納モジュール生成処理41において、前記シナリオ・データ誘導入力方
法モジュール301の起動に伴なって生成された「意思決定シナリオ・モジュール」311は、
新たに「更新格納シナリオ・モジュール」312として生成し直す。ユーザが演算結果表示
・格納指示画面404上の「登録・表示」釦413をクリックすることにより、前記「更新格納
シナリオ・モジュール」312を前記意思決定シナリオ・モジュール・データベース310に格
納する。この格納処理において、図２(a)の指定データ項目更新条件対応格納・表示処理4
2により、前記したように、図１０の演算結果表示・格納指示画面404上の処理演算結果更
新シナリオ格納指定欄と処理演算結果更新項目表示指定欄で指定されたデータ項目に対し
て、それらの更新に対応した新たなシナリオ・モジュールを自動的にシナリオ・モジュー
ル・データベース310に格納するとともに、表示する。
【００６０】
　図５にシナリオ・モジュール・データベース310の構成を模式的に示す。シナリオ・モ
ジュール・レコード管理部320において、登録されている各シナリオ・モジュール・レコ
ードへの物理アドレスポインタが管理されている。各シナリオ・モジュールは、図４(a),
(b)に示す２３データ項目の項数とデータ欄からなる表形式のデータレコードにより格納
される。図５において、331で表されるシナリオ・モジュール・レコードは、最上位の複
合シナリオ・モジュールを表わしており、その複合シナリオ・モジュール331は、２つの
中間要素シナリオ・モジュール332,333の連結により構成されていることを示している。
さらに、中間要素シナリオ・モジュール332は、要素シナリオ・モジュール334,335,…の
連結により構成されている複合シナリオ・モジュールであることを示している。複合シナ
リオ・モジュールからは、連結対象の要素シナリオ・モジュールのそれぞれに対して、論
理ポインタが形成され、その論理ポインタは、項番２０「連結対象シナリオID」のデータ
欄に格納されている。
【００６１】
　もし、331で表されるシナリオ・モジュールを、要素シナリオ・モジュールとする、新
たな複合シナリオ・モジュールが登録される場合には、その複合シナリオ・モジュール・
レコードから、331で表されるシナリオ・モジュール・レコードへ論理ポインタが形成さ
れる。このようにして、複合シナリオ・モジュールは、個別のシナリオ・モジュール・レ
コードを論理ポインタによって結合して構成される。
【００６２】
　シナリオ・モジュール・データベース310へ新たなシナリオ・モジュール・データが登
録される場合には、表形式構造のレコード領域が確保されて、各データ項目のデータが格
納されるとともに、前記物理ポインタ、および前記論理ポインタの設定がなされる。また
、シナリオ・モジュール・データの更新処理の場合には、該当するデータ項目のデータが
更新される。
【００６３】
　つぎにシナリオ・モジュール・データベース310に格納された、シナリオ・モジュール
の検索と表示の処理について説明する。
【００６４】
　図１の検索・警告処理50を、図２(b)の該当処理部51～52の詳細な処理の流れに従い説
明する。ユーザは、意思決定支援システムメニュー画面400上の検索・警告条件・表示・
印刷指定画面釦414をクリックすることによって、システムは、図２(b)のシナリオ検索・
警告・表示・印刷指定モジュール306を呼び込み、起動して、検索・警告条件・表示・印
刷指定画面405を表示する。
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【００６５】
　ユーザは、図１１に示す検索・警告条件・表示・印刷指定画面405において、格納され
たシナリオ・モジュールの全てのデータ項目に対して、検索条件、警告条件、表示指定、
および印刷指定を設定入力する。例えば、検索条件の設定入力の場合には、縦軸に図４(a
),(b)のデータ項目が並べられている中の所望のデータ項目を選び、該当する欄に、検索
するテキスト、または数値、そして組合わせのための論理記号などの入力による指定を行
う。これらの検索条件の設定入力の後で、画面上の検索・警告釦をクリックすることによ
り、シナリオ・モジュール・データベース310に登録されている全てのシナリオ・モジュ
ールにおいて、検索条件に該当するものだけが検索される (ステップ52)。そして、検索
された全てのシナリオ・モジュールは、検索・警告条件・表示・印刷指定画面405におい
て表示指定がなされたデータ項目のみが、図１２に示すシナリオ・データ検索結果比較表
示画面に表示される(ステップ62)。図１２の例では、検索条件に該当する全てのシナリオ
・モジュールの中で、さらに検索指定としてデータ項目名「対象分野」が「“ビジネス”
or“商業”」であるものだけを選択して表示させた例を示している。なお、全ての検索結
果はスクロールにより画面に表示される。
【００６６】
　また、図１１の検索・警告条件・表示・印刷指定画面405において、警告条件を、例え
ばデータ項目「実績利得値」が「＞９０００M￥」と条件設定している。この条件設定を
した後、検索・警告釦414をクリックすることにより、この警告条件が記憶装置103に登録
される。この登録後に、シナリオ・モジュールの評価利得値を計算する処理が実行されて
、いずれかのシナリオ・モジュールの項番１５「評価利得」が「＞９０００M￥」の条件
を満たす状態に達した時には、警告のメッセージとともに、該当シナリオ・モジュールを
表示する処理がなされる。例えば、図２３の誘導型シナリオ・データ入力画面のデータ欄
に該当シナリオ・モジュールのデータが表示される。
【００６７】
　以上、検索・警告条件・表示・印刷指定画面405において、ユーザが設定入力した検索
条件・警告条件・表示指定・印刷指定の結果は、図２(b)の検索条件モジュールの生成処
理51にて、条件入力ごとに新たに諸条件を保持する検索条件モジュール313を生成し、記
憶装置103に格納される。
【００６８】
　ユーザにより指定された検索条件と警告処理条件は、条件指定されたデータ項目間の論
理和関係と論理積関係はそれぞれ“ＯＲ”と”ＡＮＤ”で条件化される。表示指定条件、
印刷指示などの諸条件は、総てのデータ項目から選択する。これらの条件に従い既存のシ
ナリオ・モジュール検索処理52を行う。
【００６９】
　検索処理、警告処理の結果は、図２(b)のシナリオ・データ比較表示方法モジュール307
を起動して、比較表示モジュール生成処理61にて、比較表示モジュール314を生成して、
記憶装置103に格納される。
【００７０】
　前記比較表示モジュール314内のデータは、指定データ項目比較表示処理62を経て、シ
ナリオ・データ検索結果比較表示画面406(図１２)に表示される。また指定データ項目印
刷処理63を経て、印刷指定を行ったデータ項目の結果をシナリオ入力データ演算・検索結
果印刷407を行う。
【００７１】
　意志決定シナリオ・モジュールは、一般の表演算プログラムと容易にデータ交換もしく
はモジュールの輸出入が容易な表形式構造を有しているので、各種の表演算プログラムや
最適化プログラム、さらには図表示プログラムなどと連携し、各種の資料作成や最適化や
様式での表示などが可能である。
【実施例２】
【００７２】
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　事例として、図２２に、自社の製品の将来の売上規模を推定する意思決定過程を示す。
【００７３】
　ユーザは、売上規模が市場規模と推定シェアとの積算により得られることを認識して、
以下のシナリオ・モジュールの作成処理と演算処理を実行する。
【００７４】
　要素仮説シナリオ・モジュールＡ：「推定市場規模」と、要素仮説シナリオ・モジュー
ルＢ：「推定シェア」から、AとＢの仮説の関係記述文のＥ１のAND関係から、演算式Ｅ２
の演算方式×を選択し、要素シナリオ・モジュールAとＢから複合仮説シナリオ・モジュ
ールＣ：「推定売上規模」を生成し、対応の推定売上規模値を算出する過程を、ユーザが
本発明の意思決定支援システムにより実行する。
【００７５】
　以下に示すシナリオ・モジュール入力処理においては、シナリオ・モジュールの基本的
なデータ項目である、「対象分野」「シナリオ名」「シナリオID」「作成者」「作成日時
」などのデータ入力を省略して示していないものがある。全てのデータ項目の入力を示さ
ずに、各シナリオ・モジュールを特徴付けるデータ項目のみ例示している。
(1) 要素仮説シナリオ・モジュールＡは、以下の３つの要素シナリオ・モジュールから成
る複合シナリオ・モジュールである。
【００７６】
　要素シナリオ・モジュールＡ(1)は、シナリオ・データ入力例として、「シナリオ名」
＝“推定市場楽観値”、「形式定義」＝“要素”、「シナリオ評価項目」＝“規模”、「
確率値」＝０．２５、「実績利得値」＝１１０億円、が入力されて登録される。
【００７７】
　要素シナリオ・モジュールＡ(2)は、シナリオ・データ入力例として、「シナリオ名」
＝“推定市場期待値”、「形式定義」＝“要素”、「シナリオ評価項目」＝“規模”、「
確率値」＝０．５、「実績利得値」＝１００億円、が入力されて登録される。
【００７８】
　要素シナリオ・モジュールＡ(3)は、シナリオ・データ入力例として、「シナリオ名」
＝“推定市場悲観値”、「形式定義」＝“要素”、「シナリオ評価項目」＝“規模”、「
確率値」＝０．２５、「実績利得値」＝７０億円、が入力されて登録される。
【００７９】
　複合シナリオ・モジュールＡは、シナリオ・データ入力例として、「シナリオ名」＝“
推定市場規模”、「形式定義」＝“複合”、「仮説記述文」＝“推定市場規模”、「シナ
リオ評価項目」＝“規模”、「連結対象シナリオ名」＝“推定市場楽観値”、“推定市場
期待値”、“推定市場悲観値”、「連結表現方法」＝“ＯＲ”、が入力されて登録される
。
(2) 要素仮説シナリオ・モジュールＢは、以下の３つの要素シナリオ・モジュールから成
る複合シナリオ・モジュールである。
【００８０】
　要素シナリオ・モジュールＢ(1)は、シナリオ・データ入力例として、「シナリオ名」
＝“推定シェア楽観値”、「形式定義」＝“要素”、「シナリオ評価項目」＝“シェア”
、「確率値」＝０．２、「実績利得値」＝０．４０、が入力されて登録される。
【００８１】
　要素シナリオ・モジュールＢ(2)は、シナリオ・データ入力例として、「シナリオ名」
＝“推定シェア期待値”、「形式定義」＝“要素”、「シナリオ評価項目」＝“シェア”
、「確率値」＝０．５、「実績利得値」＝０．３３、が入力されて登録される。
【００８２】
　要素シナリオ・モジュールＢ(3)は、シナリオ・データ入力例として、「シナリオ名」
＝“推定シェア悲観値”、「形式定義」＝“要素”、「シナリオ評価項目」＝“シェア”
、「確率値」＝０．３、「実績利得値」＝０．２５、が入力されて登録される。
【００８３】
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　複合シナリオ・モジュールＢは、シナリオ・データ入力例として、「シナリオ名」＝“
推定シェア”、「形式定義」＝“複合”、「仮説記述文」＝“推定シェア”、「シナリオ
評価項目」＝“シェア”、「連結対象シナリオ名」＝“推定シェア楽観値”、“推定シェ
ア期待値”、“推定シェア悲観値”、「連結表現方法」＝“または”、が入力されて登録
される。
(3) 複合仮説シナリオ・モジュールＣは、登録されている前記複合シナリオ・モジュール
Ａを中間要素仮説シナリオ・モジュールＡとして、および登録されている前記複合シナリ
オ・モジュールＢを中間要素仮説シナリオ・モジュールＢとして、それぞれを連結対象と
して、以下の入力によって作成される。
【００８４】
　複合仮説シナリオ・モジュールＣは、シナリオ・データ入力例として、「シナリオ名」
＝“推定売上規模”、「形式定義」＝“複合”、「仮説記述文」＝“将来の自社売上規模
は、”、「シナリオ評価項目」＝“将来の推定売上規模”、「連結対象シナリオ名」＝“
推定市場規模”、“推定シェア”、「連結表現方法」＝“ＡＮＤ”、などが入力されて登
録される。
(4) 上記作成された複合仮説シナリオ・モジュールＣのデータは、シナリオ・モジュール
・データベース310に、図５に示すように表形式構造で登録されている。このデータを読
み出し、図表示プログラムにより、図２２の推定売上規模の表を出力する。
【産業上の利用可能性】
【００８５】
　本発明の意思決定支援システムは、ユーザが、各種意志決定状況、特に状況シナリオや
対応の意思決定選択枝などのテキスト情報と確率値や利得値などの定量データを総合的に
判断して、意思決定する場合の意思決定とその評価と修正に応用可能である。一般的に経
営管理・戦略、研究開発、マーケティング、プロジェクト管理、各種リスク分析・管理の
諸状況における意思決定などに広く適用できる。
【図面の簡単な説明】
【００８６】
【図１】本発明の意思決定支援システムの処理概要を示す図である。
【図２（ａ）】図１の誘導型データ入力・表示方法選択処理から演算処理結果更新・格納
・表示処理までのフローチャートを示す図である。
【図２（ｂ）】図１の検索・警告処理から表示・印刷処理にいたるフローチャートを示す
図である。
【図３】本実施形態の意思決定支援システムのシステム構成図である。
【図４（ａ）】シナリオ・データ雛形である意思決定シナリオ・モジュールのデータレコ
ード形式を説明する図（１）である。
【図４（ｂ）】シナリオ・データ雛形である意思決定シナリオ・モジュールのデータレコ
ード形式を説明する図（２）である。
【図５】シナリオ・モジュール・データベース310の構成図である。
【図６】複数の要素シナリオ間の論理連結関係を指定する連結表現方法と、表示方法を説
明する図である。
【図７】表示装置104のディスプレイ画面上に、複数の画面（誘導型シナリオ・データ入
力画面、表示方法選択画面、入力シナリオ・データ演算経過表示画面）を並べて表示して
いる作業時の画面のイメージ図である。
【図８】シナリオ連結演算方法モジュール303の機能であるテキスト処理方法と、連結確
率演算方法の演算処理例を説明する図である。
【図９】本発明のシステムが備える意思決定問題を解くための評価基準値演算方法の例を
説明する図である。
【図１０】シナリオ・モジュール・データベース310へ格納するデータ項目を指定する欄
、および処理演算結果を表示するデータ項目を指定する欄を設けた演算結果表示・格納指
示画面404の例を示す図である。
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【図１１】格納されたシナリオ・モジュールの全てのデータ項目に対して、検索条件、警
告条件、表示指定、および印刷指定を設定入力するための検索・警告条件・表示・印刷指
定画面405の例を示す図である。
【図１２】シナリオ・データ検索結果比較表示画面の例を示す図である。
【図１３】連結表現方法対応シナリオ・データ演算処理２０における論理和連結のばあい
のシナリオ・テキスト・データと確率値演算処理例を示す図である。
【図１４】連結表現方法対応シナリオ・データ演算処理２０における論理積連結のばあい
のシナリオ・テキスト・データ演算処理例を示す図である。
【図１５】連結表現方法対応シナリオ・データ演算処理２０における論理積連結のばあい
の確率値演算処理例を示す図である。
【図１６】図示表現方法・シナリオ連結表現方法対応表示処理１３における論理和連結の
ばあいの表形式によるシナリオ構成イメージを示す図である。
【図１７】図示表現方法・シナリオ連結表現方法対応表示処理１３における論理和連結の
ばあいの網状図によるシナリオ構成イメージを示す図である。
【図１８】図示表現方法・シナリオ連結表現方法対応表示処理１３における論理和連結の
ばあいの樹木分岐図によるシナリオ構成イメージを示す図である。
【図１９】図示表現方法・シナリオ連結表現方法対応表示処理１３における論理積連結の
ばあいの表形式によるシナリオ構成イメージを示す図である。
【図２０】図示表現方法・シナリオ連結表現方法対応表示処理１３における論理積連結の
ばあいの網状図によるシナリオ構成イメージを示す図である。
【図２１】図示表現方法・シナリオ連結表現方法対応表示処理１３における論理積連結の
ばあいの樹木分岐図によるシナリオ構成イメージを示す図である。
【図２２】要素仮説シナリオAと要素仮説シナリオＢから、複合仮説シナリオＣを生成す
る事例を示す図である。
【図２３】誘導型シナリオ・データ入力画面の例を示す図である。
【図２４】意思決定支援システムのメニュー画面例を示す図である。
【図２５】入力シナリオ・データ、並びに演算経過表示画面403の例を示す図である。
【符号の説明】
【００８７】
　１０…誘導型データ入力・表示方法選択処理、　１１…入力シナリオ・モジュールを生
成する処理、　１２…シナリオ・データをシナリオ・モジュール構造に従い誘導入力する
処理、　１３…図示表現方法とシナリオ連結表現方法を対応させる処理、　
２０…連結表現方法対応シナリオ・データ演算処理、　３０…意思決定利得評価基準選択
・演算処理、　４０…演算処理結果更新格納・表示処理、　４１…更新したシナリオを格
納するモジュールを生成する処理、４２…指定データ項目の更新条件に対応してシナリオ
・モジュール・データベースに格納し、その結果を表示する格納・表示処理、　
５０…検索・警告処理、　５１…検索条件モジュールを生成する処理、　５２…指定条件
に従い既存のシナリオ・モジュール検索する処理、　６０…表示・印刷処理、　
６１…比較して表示するモジュールを生成する処理、　６２…指定データ項目を比較して
表示する処理、　６３…指定データ項目に従い結果を印刷する処理、　
１０１…中央処理装置、　１０２…入力装置、　１０３…記憶装置、　１０４…表示装置
、　１０５…印刷装置、　１０６…制御部、　１１０…シナリオ・データ誘導入力処理部
、　１２０…シナリオ連結演算処理部、　１３０…意思決定利得演算処理部、　
１４０…演算処理結果格納・表示処理部、　１５０…検索・警告処理部、　
１６０…表示・印刷処理部、　３０１…シナリオ・データ誘導入力方法モジュール、　
３０２…シナリオ・データ表示方法モジュール、　３０３…シナリオ連結演算方法モジュ
ール、　３０４…意思決定利得基準演算方法モジュール、　３０５…演算処理結果更新・
格納・表示方法モジュール、　３０６…シナリオ検索・警告・表示・印刷方法モジュール
、　３０７…シナリオ・データ比較表示方法モジュール、　３１０…意思決定シナリオ・
モジュールデータベース、　３１１…意思決定シナリオ・モジュール、　
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３１２…更新格納シナリオ・モジュール、　３１３…検索条件モジュール、　
３１４…比較表示モジュール、　３２０…シナリオ・モジュール・レコード管理部、　
３３１…複合シナリオ・モジュール、　３３２，３３３…中間要素シナリオ・モジュール
、　３３４，３３５…要素シナリオ・モジュール、　４００…意思決定支援システムメニ
ュー画面、　４０１…誘導型シナリオ・データ入力画面、　４０２…表示方法選択画面、
４０３…入力データ演算経過表示画面、　４０４…演算結果表示・格納指示画面、　
４０５…検索・警告条件・表示・印刷指定画面、　４０６…シナリオ・データ検索結果比
較表示画面、　４０７…シナリオ入力データ演算・検索結果印刷、　４１１…意思決定支
援システム・メニュー画面呼び出し釦、　４１２…評価基準値演算釦、　
４１３…「登録・表示」釦、　４１４…検索・警告条件・表示・印刷指定画面釦、　
４１５…前画面への戻り釦、４１６…誘導型シナリオ・データ入力画面選択釦、　
４１７…表示方法選択画面、　４１８…演算結果表示・格納指示画面呼び出し釦、　
４１９…演算結果表示・格納指示画面呼び出し釦。

【図１】 【図２（ａ）】
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